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         令和 7 年(2025 年)度事業報告書            

公益財団法人 日本化学研究会 

Ⅰ．事業の状況 

①  化学研究に対する助成（定款第４条第１号）                 4,200,000 円 

 

② 化学情報の流通に関する研究及び事業に対する助成（定款第４条第２号）          0 円 

採択なし。 

 

③ 海外渡航に対する助成（定款第４条第３号）                   1,280,000 円 

氏 名 所属機関／職名 研究課題 助成金額 

吉村 祥 青森大学薬学部/

准教授 

スルホニウム塩置換基を有したフェノール類の開

発 

600,000 円 

西山 尚登   弘前大学大学院理

工学研究科/助教 

透明な酸化チタンゾルによる均一系の新規２段階

光励起型光触媒系の構築 

600,000 円 

濱田 茂樹 弘前大学農学生命

科学部/准教授 

低カロリー米の育種素材開発を目指した新規イネ

突然変異体の解析 

600,000 円 

長谷川 豊 岩手医科大学医学

部/准教授 

低分子化合物による褐色脂肪細胞の活性化機構の

解明 

600,000 円 

土肥 侑也 山形大学大学院有

機材料システム研

究科/准教授 

モデル二次元シート状高分子の創製と分子特性解

析 

600,000 円 

  

山門 陵平 山形大学大学院有

機材料システム研

究科/准教授 

イオン応答性の制御に基づく超分子ポリマーの自

在分解 

600,000 円 

 

三上 進一 福島工業高等専門

学校/助教 

ベンゾチオフェンを骨格とする三軸直行型キラル

ビルディングブロックの開発 

600,000 円 

 

氏 名 所属機関／職名 研究課題 助成金額 

鶴田 猛彦 八戸工業大学工学

部工学科/教授 

環太平洋化学者会議 2025(Pacifichem2025) 

ホノルル アメリカ 2025/12/15-12/20 

350,000 円 

太田 俊 弘前大学大学院理

工学研究科/准教授 

第 10回アジア錯体化学国際会議(ACCC10) 

ハノイ ベトナム 2025/10/24-10/27 

230,000 円 

太田 朋子 長岡技術科学大学/

准教授 

欧州地球科学連合 25(EGU25) 

ウィーン オーストリア 2025/4/27-5/2 

350,000 円 

小松 啓志 長岡技術科学大学/

助教 

先進材料に関する国際会議 2025(MATA2025C) 

シッチェス スペイン 2025/6/23-6/26 

350,000 円 
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④ 其の他の事業関係（定款第４条第４号）  

    本財団法人の目的を達成するための事業関係の理事間協議，各選考委員会等の開催。 

 

Ⅱ．庶務の概要 

（1）役員に関する事項                                        2026 年 3 月 31 日現在 

 職 名 
常勤・ 
非常勤 

氏 名  
就任(重任)
年月日 

担当職務 報酬 現  職 備 考 

理事長 

常務理事 

常務理事 

理 事 

理 事 

非常勤 

非常勤 

非常勤 

非常勤 

非常勤 

飛田 博実 

根東 義則 

岩本 武明 

中山 亨 

服部徹太郎 

令 7.6.15 

令 7.6.15 

令 7.6.15 

令 7.6.15 

令 7.6.15 

業務の総括 

庶務・事業 

会計 

 

あり 

あり 

あり 

あり 

あり 

東北大学名誉教授 

東北大学名誉教授 

東北大学教授 

東北大学名誉教授 

東北大学教授 

平成 19.5    

平成 25.8 

平成 29.6 

平成 29.6 

令和 7 . 6 

監 事 

監 事 

非常勤 

非常勤 

寳澤 光紀 

福島美智子 

令 7.6.15 

令 7.6.15 

 

 

あり 

あり 

東北大学名誉教授 

石巻専修大学名誉教授 

平成 15.5 

令和 4．11 

◇備考の年月は最初の就任の年月。 

 

（2）評議員に関する事項                     2026 年 3 月 31 日現在 

職 名 
常勤・

非常勤 
氏 名 就任(重任)年月日 報 酬 現  職 備 考 

評議員 

評議員 

評議員 

非常勤 

非常勤 

非常勤 

宮野 壯太郎 

村松  隆 

西野 徳三 

令 和 7.6.15 

令 和 7.6.15 

令 和 7.6.15 

あり 

あり 

あり 

東北大学名誉教授 

宮城教育大学名誉教授 

東北大学名誉教授 

平成 31.2 

令和 2.11 

令和 7.2 

◇備考の年月は最初の就任の年月。 

 

（3）職員に関する事項             2026 年 3 月 31 日現在 

職 名 常勤・非常勤 氏 名 就任年月日 担当事務 手当 備 考 

事務局長 非常勤 

(常勤職員なし) 

飛田 博実 令和 7.6.15 

 

庶務・会計 なし 理事長が兼務 

 

（4）会議等に関する事項 

①理事会 

開会年月日            議 事 事 項 会議の結果 

2025年 5月 25

日，第 212 回

理事会 

1. 令和 6年度事業報告書(案)について（配布資料－2） 

 

2. 令和 6年度収支決算報告書（案）について（配布資料－2） 

原案どおり承

認・可決した 

原案どおり承
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3. 令和 7年度化学研究連絡助成事業の選考について（配布資料—4） 

  今年度は化学研究助成 7件が選考委員会によって選考された。

情報研究・事業助成へは申請がなかった。海外渡航助成は 4件

が採択された。 

4. 次回の第 100回定時評議員会の開催について 

6月 15日(日曜日)12時からラボシティ仙台 1階会議室 Cにお

いて開催することについて審議し，承認された。 

認・可決した 

原案どおり承

認・可決した 

 

 

原案どおり承

認・可決した 

 

2025年 6月 15

日，第 213 回

臨 時 理 事 会

（Web会議） 

1. 次期理事長（代表理事）の選定について 

定款第 21条第 2項により理事会の決議によって理事の中から選

定することになっているので審議した結果，理事長に飛田博実

理事が全会一致で決議，選定された。 

2. 次期常務理事（業務執行理事）の選定について 

定款第 21条第 2項により理事会の決議によって理事の中から選

定することになっているので審議した結果，事業担当常務理事

に根東義則理事，会計担当常務理事に岩本武明理事が全会一致

で決議，選定された。 

3. その他 

今年度で最後となる万有仙台シンポジウム（有機化学系）の後継

のシンポジウムに，本財団から援助ができないか，との提案があ

り，審議した結果，前例のないことなので慎重な議論を行うため

に継続審議とすることになった。 

全員一致で承

認・可決した 

 

 

全員一致で承

認・可決した 

 

 

 

全員一致で承

認・可決した 

2025 年 10 月

12 日，第 214

回理事会 

1. 令和 8年度化学研究連絡助成事業の募集について 

昨年度のものから年度のみを変更した交付申請要項原案につ

いて審議した。選考委員に配布する申請書等のコピー作成の労

力を減らすため，申請書等の郵送と共に pdf ファイルの送付も

必須とするという案が提案され，全会一致で議決承認された。

それに基づき，原案に新提案の内容を加筆し，最終案とした。 

2. 化学研究連絡助成選考委員会委員の選定について 

化学研究連絡助成規程第 7条により，選考委員は理事から推

薦された候補者から理事会において選任することになってい

るので，審議した結果，3 つの選考委員会の委員および委員長

の候補者が選任され，議決承認された。 

3. 万有仙台シンポジウム（有機化学系）の後継のシンポジウムへの

援助の可否について 

前回の理事会からの継続審議として，まず提案理事から，資料を

用いて当該シンポジウムに関する説明があった。続いて理事長

から，この援助を公益財団法人の事業として行うためには，定款

の変更，事業計画書への明記，評議員会や主務官庁の承認の取得

原案に加筆し

た変更案を承

認・可決した 

 

 

 

全員一致で承

認・可決した 

 

 

 

全員一致で承

認・可決した 
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②評議員会 

など必要であることなどが説明された。提案通りの援助は非常

に難しいことが明らかになったが，最終的な決定は主務官庁で

ある内閣府に問い合わせた後に行うことが合意・承認された。 

2026年 3月 15

日，第 215 回

理事会 

 

 

1. 令和 8年度事業計画（案）について（配布資料－2） 

令和 8年度事業計画について審議し，全会一致で承認された。 

2. 令和 8年度収支予算（案）について（配布資料－3） 

令和 7年度の予算の執行を踏まえ，令和 8年度予算案を作成し

た趣旨説明がなされ，審議した結果，原案通り全会一致で承認

された。 

併せて，令和 8年度の特定資産取り崩し額を 6,000,000円とす

ること，および借入による資金調達及び設備投資の見込みが

ないことについても審議し,全会一致で承認された。 

3. その他 

令和 8 年度化学研究連絡助成申請一覧（配布資料－5）に基づ

いて，それぞれの選考委員会の委員長に選考を依頼した。その

他，定款の変更登記の予定，助成報告書の依頼状に助成番号

を明記すること等についても審議し，全員の合意を得た。 

原案どおり承

認・可決した 

原案どおり承

認・可決した 

 

 

 

 

 

全員承認した 

開会年月日           議 事 事 項 会議の結果 

2025年 6月 15日

第 100 回定時評

議員会 

 

 

 

 

 

 

 

1. 令和 6 年度の事業報告書及び収支決算報告書について(評議員

会資料-2) 

2. 令和 7年度化学研究連絡助成応募者及び採択者について（評議

員会資料-3） 

3. 令和 7 年度事業計画及び収支予算書について（評議員会資料-

4,5） 

4. (公財)日本化学研究会評議員の改選について（評議員会資料-

6，当日履歴書回覧） 

定款第 11 条に則ってそれぞれの評議員候補者を提示し選任を

行った。 

宮野壯太郎 全会一致で選任され，就任を承諾した。 

村松 隆  全会一致で選任され，就任を承諾した。 

西野徳三  全会一致で選任され，就任を承諾した。 

5. (公財)日本化学研究会監事の改選について（評議員会資料-6，

当日履歴書回覧） 

定款第 21条第 1項に則り，その決議にあたっては定款第 18条

第 3項に則ってそれぞれの監事候補者を提示し，候補者ごとに

決議し，選任を行った。 

原案どおり

承認した 

原案どおり

承認した 

原案どおり

承認した 

全員一致で

承認した 

 

 

 

 

 

全員一致で

承認した 
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③ 選考委員会（令和 7年度化学研究連絡助成金交付者の選考） 

 

（5）許可，認可，承認，証明等に関する事項 

  なし 

 

（6）契約に関する事項 

契約年月日  相 手 方  契 約 の 概 要 

    「該当なし」 

 

寳澤光紀  全会一致で選任され，就任を承諾した。 

福島美智子 全会一致で選任され，就任を承諾した。 

6. (公財)日本化学研究会理事の改選と新理事の選任について（評

議員会資料-6，当日履歴書回覧） 

定款第 21条第 1項に則り，その決議にあたっては定款第 18条

第 3項に則ってそれぞれの理事候補者を提示し，候補者ごとに

決議し，選任を行った。 

飛田博実  全会一致で選任され，就任を承諾した。 

根東義則  全会一致で選任され，就任を承諾した。 

中山 亨   全会一致で選任され，就任を承諾した。 

岩本武明  全会一致で選任され，就任を承諾した。 

服部徹太郎 全会一致で選任され，就任を承諾した。 

7. その他 

（1）監査報告書（評議員会資料-7）の確認を行った。 

（2）第 212回理事会(5月 25日)議事録（評議員会資料-8）の確

認を行った。 

(3) 当日配布資料（1～3）について説明を行った。  

 

 

全員一致で

承認した 

 

 

 

 

 

 

 

 

全員承認し

た 

 

開会年月日    議 事 事 項 会議の結果 

[化学研究選考委員会]  

2025年 4月 29日

(Web会議) 
 

本助成金について，2月末を締め切りとして募集を行い，最終的に

13 件の応募があった。それらにつき審議した結果，そのうち 7 件

の採択を決め，理事会に報告した。 

全員一致で
承認した 

[情報研究・事業選考委員会]  

 応募者なし  

[海外渡航選考委員会]  

2025 年 4 月 5 日

(Web会議) 
4件の応募があり，審議の結果，4件全ての採択を決め，理事会に

報告した。 

全員一致で

承認した 
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（7）寄附金に関する事項 

寄附の目的  寄附者  申込金額 受領金額  備 考 

   「該当なし」 

 

（8）主務官庁指示に関する事項 

指示年月日 指 示 事 項  履 行 状 況 

    「該当なし」 

 

（9）その他の重要事項（官公庁関係事項） 

1.  2025年 6月 27日 内閣府のポータルサイトから令和 6年度の事業報告書等に係る提出書を提

出した。後日ポータルサイト上で審査は完了していた。 

2. 2025年 6月 30日 評議員，理事および監事全員（10 名）の変更登記を法務局で行った。 

3. 2025年 7月 18日 評議員および役員の変更の届出を内閣府のホームページで行った。後日

ポータルサイト上で審査は完了していた。 

4.  2026年 3月 18日   内閣府へ令和 8年度の事業計画書および収支予算書，第 215回理事会議

事録等を PDFファイルとしてポータルサイトから送信した。 

 

以 上  
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令和 7年(2025年)度収支決算報告書 

 
 

 

科　　　目
令和7年度
　予算額

令和8年3月末日
決算額

差　異 備　考

Ⅰ　収入の部

　１　基本財産運用益

  （１）定期預金受取利息

　  ：みずほ信託銀行仙台支店 350 350 0

　２　運用財産運用益

  （１）定期預金受取利息

  　：みずほ信託銀行仙台支店 1,900 141,798 139,898

　    　　及び七十七銀行

  （2）普通預金受取利息

  　：みずほ信託銀行仙台支店 0 11,696 11,696

　    　　及び七十七銀行

　（3）株式配当金計 2,000,000 2,091,190 91,190

　　：（株）三菱ケミカルG 793,600

　  ： AGC (株) 1,297,590

　３　雑収入 0 0

（１～3　小計） 2,002,250 2,245,034 242,784

　４　特定資産取崩収入

　・化学研究連絡助成資金

　　積立預金取崩収入 7,000,000 7,000,000 0

　　当期収入合計　　　　（Ａ） 9,002,250 9,245,034 242,784

　　前期繰越収支差額          　　　　　 3,347,434 3,347,434 0

　　収入合計　　　　　　　（Ｂ） 12,349,684 12,592,468 242,784

      収 支 計 算 書

令和7年4月1日から令和8年3月31日まで

     (公財)日本化学研究会
　　　　　　 　　　(単位：　円)
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科　　　目 予算額 決算額 差　異 備　考

　Ⅱ　支出の部

　１　事業費

　・助成費計 5,500,000 5,480,000 △ 20,000

　・化学研究助成費 4,200,000 7件

　・情報研究・事業助成費 0 0件

　・海外渡航助成費 1,280,000 4件

　・事業執行経費 1,689,000 1,473,130 △ 215,870

（事業費合計） 7,189,000 6,953,130 △ 235,870

　２　管理費

　・役員等報酬 600,000 605,000 5,000

  ・退職給付引当金 100,000 100,000 0

  ・福利厚生費 24,000 26,688 2,688

　・会議費 150,000 84,325 △ 65,675

　・旅費交通費 150,000 99,520 △ 50,480

　・通信運搬費 100,000 59,049 △ 40,951

　・消耗品費 10,000 3,481 △ 6,519

　・印刷製本費 130,000 122,647 △ 7,353

　・事務室経費 420,000 409,101 △ 10,899

　・保険料 0 0 0

　・諸謝金 10,000 0 △ 10,000

　・租税公課 0 0 0

　・手数料 15,000 9,775 △ 5,225

　・業務委託料 360,000 360,000 0

（管理費合計） 2,069,000 1,879,586 △ 189,414

　当期支出合計　　　　（Ｃ） 9,258,000 8,832,716 △ 425,284

　Ⅲ　収支差額

　当期収支差額　　　（Ａ）－（Ｃ） △ 255,750 412,318 668,068

　次期繰越収支差額（Ｂ）－（Ｃ） 3,091,684 3,759,752 668,068



 

9 

 

（単位：円）

当年度 前年度 増減

Ⅰ　経常活動区分

（1）経常収益

受取利息 153,844 10,934 142,910

受取配当金 2,091,190 2,091,190 0

経常収益計 2,245,034 2,102,124 142,910

(2)経常費用

公1事業費 6,953,130 6,043,744 909,386

管理費 1,879,586 1,937,390 △57,804

経常費用計 8,832,716 7,981,134 851,582

Ⅱ　その他活動区分

（1）その他収益

その他収益計 0 0 0

（2）その他費用

その他費用計 0 0 0

その他収益費用差額 0 0 0

税引前当期収益費用差額 △6,587,682 △5,879,010 △708,672

法人税、住民税及び事業税 0 0 0

法人税等調整額 0 0 0

当期収益費用差額 △6,587,682 △5,879,010 △708,672

期首純資産額 237,708,589 243,587,599 △5,879,010

期末純資産額 231,120,907 237,708,589 △6,587,682

活動計算書

令和7年4月1日から令和8年3月31日まで

公益財団法人日本化学研究会

科目
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（単位：円）

当年度 前年度 増減

Ⅰ　経常活動区分

（1）経常収益

受取利息 153,844 10,934 142,910

受取配当金 2,091,190 2,091,190 0

経常収益計 2,245,034 2,102,124 142,910

(2)経常費用

公1事業費 6,953,130 6,043,744 909,386

　役員報酬 365,000 370,000 △5,000

　福利厚生費 23,658 45,084 △21,426

　会議費・選考経費 30,000 30,000 0

　旅費交通費 90,000 84,000 6,000

　通信運搬費 48,465 53,067 △4,602

　消耗品費 0 0 0

　印刷製本費 133,167 132,141 1,026

　賃貸料光熱費 408,210 407,682 528

　諸謝金 0 0 0

　支払助成金 5,480,000 4,550,000 930,000

　手数料 14,630 11,770 2,860

　業務委託費 360,000 360,000 0

管理費 1,879,586 1,937,390 △57,804

　役員報酬 605,000 615,000 △10,000

  退職給付引当金 100,000 90,000 10,000

　福利厚生費 26,688 48,528 △21,840

　会議費 84,325 100,053 △15,728

　旅費交通費 99,520 120,200 △20,680

　通信運搬費 59,049 59,059 △10

　消耗品費 3,481 2,524 957

　印刷製本費 122,647 122,969 △322

　賃貸料光熱費 409,101 409,827 △726

　諸謝金 0 0 0

　手数料 9,775 9,230 545

　業務委託料 360,000 360,000 0

経常費用計 8,832,716 7,981,134 851,582

Ⅱ　その他活動区分

（1）その他収益

その他収益計 0 0 0

（2）その他費用

その他費用計 0 0 0

その他収益費用差額 0 0 0

税引前当期収益費用差額 △6,587,682 △5,879,010 △708,672

法人税、住民税及び事業税 0 0 0

法人税等調整額 0 0 0

当期収益費用差額 △6,587,682 △5,879,010 △708,672

期首純資産額 237,708,589 243,587,599 △5,879,010

期末純資産額 231,120,907 237,708,589 △6,587,682

活動計算書（勘定科目内訳）

令和7年4月1日から令和8年3月31日まで

公益財団法人日本化学研究会

科目



 

11 

 

（単位：円）

一般純資産 指定純資産 合計

Ⅰ　経常活動区分

（1）経常収益

受取利息 153,844 0 153,844

受取配当金 2,091,190 0 2,091,190

経常収益計 2,245,034 0 2,245,034

(2)経常費用

公1事業費 6,953,130 0 6,953,130

管理費 1,879,586 0 1,879,586

経常費用計 8,832,716 0 8,832,716

Ⅱ　その他活動区分

（1）その他収益

その他収益計 0 0 0

（2）その他費用

その他費用計 0 0 0

その他収益費用差額 0 0 0

税引前当期収益費用差額 △6,587,682 0 △6,587,682

法人税、住民税及び事業税 0 0 0

法人税等調整額 0 0 0

当期収益費用差額 △6,587,682 0 △6,587,682

期首純資産額 237,708,589 0 237,708,589

期末純資産額 231,120,907 0 231,120,907

活動計算書の注記

令和7年4月1日から令和8年3月31日まで

公益財団法人日本化学研究会

科目
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（単位：円）

当年度 前年度 増減

Ⅰ　資産の部

1 流動資産

現金 207,301 198,067 9,234

普通預金 3,552,451 3,149,367 403,084

定期預金 70,000,000 42,000,000 28,000,000

流　動　資　産　合　計 73,759,752 45,347,434 28,412,318

2 固定資産

(1) 有形固定資産

有形固定資産合計 0 0 0

(2) 無形固定資産

無形固定資産合計 0 0 0

(3) その他固定資産

定期預金 111,000,000 146,000,000 △35,000,000

投資有価証券 56,267,342 46,361,155 9,906,187

その他固定資産合計 167,267,342 192,361,155 △25,093,813

固　定　資　産　合　計 167,267,342 192,361,155 △25,093,813

資　産　合　計 241,027,094 237,708,589 3,318,505

Ⅱ　負債の部

1 流動負債

流　動　負　債　合　計 810,000 710,000 100,000

2 固定負債

固　定　負　債　合　計 0 0 0

負　　債　　合　　計 810,000 710,000 100,000

Ⅲ　純資産の部

1 指定純資産 0 0

2 一般純資産 231,120,907 237,708,589 △6,587,682

3 その他有価証券評価差額金 9,906,187 0 9,906,187

（うち、指定純資産に係る評価差額金） 0 0 0

（うち、一般純資産に係る評価差額金） 9,906,187 0 9,906,187

純資産合計 241,027,094 237,708,589 3,318,505

負債及び純資産合 計 241,837,094 238,418,589 3,418,505

貸　借　対　照　表

令和8年3月31日現在

公益財団法人日本化学研究会

科目
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（単位：円）

場所・物量等 使用目的等 金額

（流動資産）

現金 現金 運転資金として 207,301

普通預金 みずほ信託銀行仙台支店 運転資金として 371,150

七十七銀行旭ヶ丘支店　 運転資金として 3,181,301

定期預金 みずほ信託銀行仙台支店

（満期：2026.7.31）

基本財産・公益活動保有財産

短期運用資金として保有しており、満期到来

後も再度定期預金として継続運用予定

35,000,000

みずほ信託銀行仙台支店

（満期：2026.5.15）

特定資産・公益目的保有財産

満期到来後、必要額を普通預金へ振替のうえ

事業費に充当する予定

31,000,000

七十七銀行吉成支店

（満期：2027.3.24）

特定資産・公益目的保有財産

満期到来後も再度定期預金として継続運用す

る予定

4,000,000

73,759,752

（固定資産）

定期預金 みずほ信託銀行仙台支店

（満期：2028.1.7）

特定資産・公益目的保有財産

長期的な財産保全のための運用資金として保

有

36,000,000

みずほ信託銀行仙台支店

（満期：2028.2.25）

特定資産・公益目的保有財産

長期的な財産保全のための運用資金として保

有

75,000,000

投資有価証券 三菱ケミカルグループ㈱

（24,800株）

特定資産・公益目的保有財産

配当金を公益目的事業の財源として使用して

いる

22,295,200

AGC㈱

（6,179株）

特定資産・公益目的保有財産

配当金を公益目的事業の財源として使用して

いる

33,972,142

167,267,342

241,027,094

預金 普通預金

七十七銀行本店 退職給付引当資産 810,000

810,000

0

810,000

241,837,094

財　　産　　目　　録

令和8年3月31日現在

貸借対照表科目

流動資産合計

固定負債合計

負債合計

負債及び純資産合計

固定資産合計

資産合計

（流動負債）

流動負債合計

（固定負債）
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財務諸表に対する注記 

1. 重要な会計方針 

特定資産である有価証券（株券）は，本年度期末日の市場価格に基づく時価法によっている。 旧基準

における取得価額は原始取得価額ではないため，新基準適用初年度である令和 7 年度は前年度末評

価額を取得原価とみなす。  

2. 有価証券の評価額は次のとおりである。 

 

 三菱ケミカルグループ（株） AGC（株） 計 

令和 7 年 3 月 31 日現在評価： 令和 7 年度期首 

株  数 24,800 6,179   

株  価 737 4,545   

評価額 18,277,600 28,083,555 46,361,155 

令和 8 年 3 月 31 日現在評価： 令和 8 年度期首 

株  数 24,800 6,179   

株  価 899 5498   

評価額 22,295,200 33,972,142 56,267,342 

  当期評価損益 4,017,600 5,888,587 9,906,187 

発行株数 1,506,288,107 217,434,681   

  持株比率 0.0001646% 0.002842%   

 

3. 引当金の計上 

役員退職給付引当金 

役員の退職慰労金の支給に備えるため内規に基づく期末支給額を計上している。 

4. 基本財産，特定資産及びその他固定資産の増減額 及びその残高（引当金の明細） 

（単位：円） 

科 目 資産の種類 
期首残

高 
当期増加額 

当期減少額 

期末残高 
目的使用 その他 

特定資産 退職給付引当金 710,000 100,000 0 0 810,000 

 

以 上 

 

 


